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１．研究計画の概要 
機能性を高めた新規触媒の設計開発は環境
負荷の軽減を目的とした有機変換反応の高
効率化と高選択性を実現する上で、益々重要
となってきている。Brønsted 酸ならびに塩基
は有機変換反応にいて古くから汎用されて
きた触媒であるが、この最もポピュラーな触
媒に不斉認識や分子認識などの基質認識能
を付与することができれば、酸／塩基触媒反
応における革新的なアプローチが期待され
る。また、触媒分子そのものを化学的に安定
な共有結合で構築でき、本来的に酸あるいは
塩基触媒であることから、回収再使用系の構
築も容易である。加えて穏和な反応条件の確
立、効率的かつ選択的な有機変換反応の開拓
など、環境への負荷軽減を図る新規触媒反応
系の開拓は火急の用件である。本研究はこう
し た 時 代 要 請 に 応 え う る 基 質 認 識 型
Brønsted 酸ならびに塩基触媒の設計開発を
目的とする。 
２．研究の進捗状況 
(1) 基質認識型 Brønsted 酸触媒の従来研究
ではイミンの活性化が主に検討されてきた。
本研究では、活性化の対象となる官能基の拡
充を目指し、電子豊富多重結合であるエンカ
ルバマートやビニルエーテルの活性化を実
現し、基質適用範囲の拡充に成功している。
さらに、当初計画には含まれていなかったヘ
ミアミナールエーテルの活性化を達成し、こ
れまで不斉触媒化が全く検討されてこなか
ったアザ Petasis-Ferrier 転位反応の不斉触
媒化に成功した。この転位反応では、従来合
成が困難であったβ位に脂肪族置換基を有
するβ－アミノアルデヒドを高い立体選択
性で不斉合成することができ、極めて有用な
反応である。 

(2) 基質認識型 Brønsted 塩基触媒の開発研
究においてもこれまでの研究では適用可能
な反応系が限られていたが、ビニロガスアル
ドール反応ならびにビニロガスMichael付加
反応など、これまで検討例が無かった、もし
くは限られていた触媒反応系への展開に成
功した。特にフラノン誘導体をプロ求核剤と
するビニロガスアルドール反応はこれまで
不斉触媒化が達成されていなかった反応系
であり、得られる生成物も光学活性ブテノリ
ドであり、合成素子としての利用価値も極め
て高い。また、現在、新たなキラル塩基触媒
の開発にも取り組んでおり、この開発により
さらに大きな研究成果が挙げられるものと
期待している。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
基質認識型 Brønsted 酸ならびに塩基触媒と
もに、計画していた官能基の活性化に成功す
るとともに、計画外の官能基に関してもその
活性化を実現し、新たな触媒系の開拓に成功
している。従って、これまでの研究で当初計
画した達成目標を上回る成果を挙げており、
かなりの進展を遂げている。 
４．今後の研究の推進方策 
今後も本研究計画の最大目標である活性化
される官能基の拡充を基軸とする触媒反応
系の開拓を目指して検討する。これまでの研
究により、基質認識型 Brønsted 酸ならびに
塩基触媒ともに多くの知見を得ている。これ
ら研究過程で見出した知見を生かし、触媒反
応系をさらに拡充したい。 
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